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はじめに
本研究の目的は，縄文時代における土器型式の１４Ｃ年代をあきらかにすることである．

その方法は，土器型式が明確な縄文土器に付着した炭化物を試料に，タンデトロン加速器
質量分析計で１４Ｃ年代測定をおこなうものである．
つぎに，このような研究を着想するにいたった動機や背景についてのべておきたい．
第一は，縄文時代の遺跡における土器を伴出しない遺構の時期決定の問題である．堅果

類貯蔵穴や焼土のような土器を伴出しない遺構の年代については，加速器質量分析計
（ＡＭＳ）による１４Ｃ年代測定法で時期を決定することができる．しかし測定された１４Ｃ年
代がどの土器型式に相当するのかが不明で，従来はどちらかというと１４Ｃ年代が報告され
るだけにとどまり，それが考古学の研究にまでむすびつけられていないといえる．それで
土器を伴出しない遺構の資料について１４Ｃ年代測定をおこなった場合／４Ｃ年代がどの土
器型式に相当するのかを明確にしなければならず，そのためには縄文土器編年における土
器型式の１４Ｃ年代を提示することが必要となってくる．
第二は，縄文時代の６期区分における各時期の絶対年代の問題である．縄文時代は一般

的に草創期・早期・前期・中期・後期・晩期の６期に区分されているが，各時期の１４Ｃ年
代は地域によって異なっていたり（キーリ・武藤１９８２），それにもとづく絶対年代をしら
べてみると，研究者によって年代にかなりバラツキがみられたりする（表１）．そのため
に明確な絶対年代を提示することができず，共通的な年代をしめすことすら困難で，研究
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者によって年代値が異なることを指摘するにとどまり，隔靴掻蝉の感が強い．こうした現
状を，土器型式の１４Ｃ年代をあきらかにすることによって，なんとか打開できないものか
と考えていたことにもよる．
第三は，縄文土器型式の時開幅の問題である．現在のところひとつの土器型式の時開幅
を算出する場合，各時期の時間幅を型式数でわって算出し，どの土器型式も同じ時間幅で
考えるのが一般的である．またどの土器型式も一律の時間幅であるという前提のもとで，
ひとつの時期の時間軸上にその時期に属する土器型式を均等に配分することが多い傾向に
ある．このような現状に対し，土器型式の１４Ｃ年代をあきらかにすることによって，土器
型式それぞれの時間軸上での位置および時間幅を明確にできる可能性をひめている．
第四は，縄文文化と地球上の他の先史文化との国際比較の問題である．日本列島を中心
としてその周辺地域をふくめても，縄文土器が分布する地域の考古学研究においては縄文
土器編年は有効欧をもちうるし，ひじょうに現実的である．縄文文化の研究を日本列島を
り＝ｌ心とした地域研究にとどめておくかぎりにおいては，縄文土器の編年研究をすすめてい
けばよく，現在の研究を継続していってもなんら問題はないと考えられる．しかし一方，
日本考古学の国際化という時勢のなかで，先史時代の国際的な比較研究を展開させたり，
縄文文化研究を世界に発信していこうとすれば，世界共通の時間軸でかたる必要性がでて
くる．それをなににもとめるかは研究者によって異なるであろうが，わたしの場合はそれ
を１４Ｃ年代にもとめ／４Ｃ年代測定法を活用しようとするものである．日本考古学の土器
編年は，縄文時代はもちろんのこと時代をとわず，精緻でしかも正確である．レベルの高
い縄文土器編年と１４Ｃ年代をむすびつける研究が必要とされつつある段階に達していると
考え，両者を接着するための研究を実践しようとするものである．
第五は，自然地理学など関連科学との共同研究のためである．たとえば，完新世の古環

境を復元するために沖積低地の堆積物の１４Ｃ年代が提示されても，比較の対象となる縄文
時代の１４Ｃ年代の時間軸がしっかりしていないならば，必要とされる精度の比較が成立し
ないことになる．
第六は／４Ｃ年代測定の設備面での条件である．この研究は縄文時代の研究者ならばだ

れでもできるというわけではない．この方法で１４Ｃ年代測定法をおこなうには，試料を調
整するための設備とタンデトロン加速器質量分析計がっかえることが必要となる．現在の
ところ，これらの条件をみたす機関は日本全国でも数カ所しかない．わたしが所属する名
古屋大学の年代測定資料研究センター第一実験室には，試料調整室とタンデトロン加速器
質量分析計が設置されており，学内共同利用機関ということで学内者であれば利用できこ
とになっている．逆にいうと，学内者でなければ利用できない，利用が困難ということで
ある．それで縄文時代の土器型式と１４Ｃ年代の対応づけについての研究は，めぐまれた研
究環境下にある名古屋大学で縄文文化を研究している者にっきつけられた課題としてうけ
とることができ，わたし自身このようにうけとめているので研究をおこなうものである．
さらに，縄文土器編年における土器型式に１４Ｃ年代をあたえることによって／４Ｃ年代

の時間軸を作製するという基礎研究をすすめていこうとしているわけであるが，いま，な
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表 ２ 測 定 試 料 一 覧 表
Ｔａｂｌｅ２ｓａｍｐｌｅｓｏｆＫｉｔａｄｕｋａｓｉｔｅ

試 料 番 号 遺 跡 時 期 土 器 型 式 器 種 重 量 （ ｍ ｇ ） 付 着 部 位

ＩＫＤ０１

１ＫＤ０３

１ＫＤ０４

１ＫＤ０６

北塚
北塚
北塚
北塚

中期
中期
中期
中期

古串田新
古府１１
大杉谷
串田新｜

台付鉢
深 鉢
深 鉢
深 鉢

’７６２．８８

３７７．２４

１３０．４８

５１７．４１

内面・胴部上半
外面・口縁部～胴部上半
内面・底部にちかい胴部下半
内面・口縁部～胴部上半

挿図番号

図１ - １

図 １ - ３

図 １ - ２

図 １ - ４

ぜこのような研究をすすめていかなければならないか，なぜ研究が必要であるのか，この
研究の意義っいてのべておきたい．これは前述した動機や背景ともかかわってくることで
あるが，意義の第一は，縄文時代の遺跡で土器を伴出しない遺構の土器型式を決定できる
ようになるということである．第二は，地球上の各地域における先史文化と縄文文化を国
際比較できるようになるということである．第三は，自然地理学など関連科学との共同研
究をおこなえるようになるということである．

１．目的と方法
１９９６（平成８）年度には，石川県金沢市北塚遺跡から出土した縄文土器について１４Ｃ年代

測定を実施した．北塚遺跡はこれまでに十数次にわたって調査がおこなわれてきており，
１９９５（平成７）年４～６月には金沢市教育委員会文化財課によって調査がおこなわれ，本稿
ではそのときに出土した縄文土器を対象とし（表２，図１），測定の結果を報告するもので
ある．
その方法は，さきにのべたよ引こ土器型式カ湖確な縄文土器に付着した炭化物を試料に，

タンデトロン加速器質量分析計で１４Ｃ年代測定をおこなうものである．この方法は中村俊
夫氏によって開発されたもので，すでに２遺跡について１４Ｃ年代測定が実施され，研究成
果が報告されている（中村・中井他１９９０，中村・岩花１９９０）．わたしの場合も，試料調整
から測定にいたるまで，基本的にはこの方法にしたがうものである．
縄文土器に付着した炭化物に関しては，内面のものは煮たきされた食物の残滓で，外面

のものは燃料の煤がついたり，煮たきされている食物が煮こぼれたりしてついたものであ
る．そして付着炭化物を試料に１４Ｃ年代測定をおこなうと，その１４Ｃ年代値は縄文土器が
つかわれていた期間の一１１寺点をしめすことになり，土器型式が明確な場合には，それと同
時にその土器型式の時間幅の一Ｆ寺点をあらわすことにもなる．
なお，表２中の土器型式について言及すると，北陸における縄文中期後葉の土器編年は，

貝殻腹縁文系の土器群と葉脈状文系の土器群に大別される．貝殻腹縁文系の土器型式のな
かに古串田新式，串田新｜式，串田新｜｜式がふくまれ，葉脈状文系の土器型式として大杉
谷式が存在する．古府｜目よ縄文中期中葉の土器型式のひとつで，古串田新式よりひとつ前
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の型式である．すなわち本稿でとりあっかった型式のうち，その時間的順序は古いほうか
ら古府｜｜，古串田新，串田新｜となる．また，大杉谷式は貝殻腹縁文系のどの土器型式と
並行するかが問題となっている．この問題に関しては，型式学的・層位学的な研究から究
明していくことが考古学の本道であり，そうした研究がつみかさねられてきて一定の成果
がだされており，ここでは１４Ｃ年代をもちいたアプローチの方法もあるということをしめ
したものである．

２．試料調整と１４Ｃ年代測定
今年度測定をおこなった試料の詳細については，表２のとおりである．なお，試料番号

欄の「ＩＫＤ」は「ｌｓｉｋａｗａＫｉｔａＤｕｋａ」を略したものである．以下に，試料採取・試料調整・
１４Ｃ年代測定の手順についてのべていくことにする（小田他１９９５，奥野１９９６）．

（１）試料の採取
１９９６（平成８）年７月１３日，金沢市教育委員会文化財課芳斉分室で試料の採取をおこなっ

た．整理中の縄文土器のなかから，炭化物が付着していて型式が明確な縄文土器をえらび
だした．Ａ３版の方眼紙の上に，竹串で付着している炭化物をこそげおとした．それを
チャックのついた小さなビニール袋にいれ，封をした．竹串はつかいおわるたびに，１回
ずつカッターでけずって使用面をあたらしくした．土器型式の同定は，金沢市教育委の谷
口宗治氏によっている．
（２）試料の調整

（ａ）試料に付着した土壌の除去である．最初に炭化物の重量を測定し，それを蒸留水中
で超音波洗浄して細かな土壌を分散させた．
（ｂ）酸処理とアルカリ処理である．１．２規定塩酸による処理（１６０℃，１時間）を２回くり
かえし，炭酸塩などを溶解・除去した．０．４規定水酸化ナトリウム水溶液による処理（１７０
ｃＣ，１．５～２時間）を８～１０回くりかえし，アルカリ可溶成分を除去した．１．２規定塩酸によ

る処理（１６０℃，１時間）を２回くりかえし，蒸留水による洗浄（１７０℃，１．５～２時間）を３
～４回おこない，オーブンで乾燥させた．

（ｃ）試料が水酸化ナトリウム水溶液に溶解していまい，良好な乾燥炭化物がえられなかっ
たＩＫＤ０３・０６およびＩＫＤ０１については，フミン酸を抽出した（池田１曹脆八
まずとっておいたアルカリ抽出液をガラス繊維濾紙で濾過する．濾過してえられたアル

；Ｚｙリ溶液に少量の濃塩酸（１２規定）をくわえると，フミン酸が沈殿しはじめるので，しば
らく放置してフミン酸を沈殿させる．
これを遠心機にかけて上ずみ液のフルボ酸と沈殿物のフミン酸にわけ，フルボ酸をすて

る．沈殿しているフミン酸に１．２規定の水酸化ナトリウムをくわえてとかす．これに濃塩
酸を数ｃｃ添加するとフミン酸が沈殿しはじめ，約３０分間そのまま放置して沈殿させる．
Ｌ２規定塩酸をくわえ，遠心機にかけ，上ずみ液をすてる．これを５回くりかえす．
５００ｃｃのビーカーに蒸留水を２００ｃｃいれ，そのなかに遠心管をたててシャーレで蓋を
し，ビーカーごと加熱する．遠心管のなかのフミン酸がひからびないように蒸留水をくわ
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え ， ビー カ ー の 蒸 留 水 も 蒸 発 す る の で と き ど き 蒸 留 水 を く わ え る ． ビー カ ー の 蒸 留 水 を ５
回交換し，ｐＨ５～ｐＨ６になったことを確認し，遠心管をオーブンで乾燥させる．
（ｄ）試料のＣＯ２化の工程である．乾燥させた炭成分３．８８～４８．７８ｍｇから試料のＣＯ２
化 を こ こ ろ み た が ， そ の な か に 多 量 の 砂 を ふ く む も の や 量 自 体 が 少 な く て ， う ま く い か な
か っ た も の も あ る ． そ れ ら に 関 して は ， 上 記 の よ う に と り だ し た フ ミ ン 酸 で 実 施 し た ．
炭成分およびフミン酸を計量し（表３），一方では線状酸化銅９４０～９８０ｇ（４７０～

４９０ｇｘ２）をはかりとり，それらを９ｍｍバイコール管につめる．それを真空ラインに接

続し，真空にひいて封じきった．これを電気炉（９５０℃）で約２時間加熱し，試料をガス化
（ Ｃ ０ ２ ） し た ． 加 熱 後 の バイ コ ール 管 を 二 酸 化 炭 素 精 製 用 の 真 空 ラ イ ン に つ な ぎ， ラ イ
ン に い れ た 試 料 ガ ス か ら Ｊ Ｉ タ ーノ ール で Ｈ ２ ０ を ， ペ ン タ ン で Ｓ ０ ２ な どの 不 純 ガ ス を と

りのぞいた．精製された３．９１～５．１３ｍｇのＣＯ２を，２本の６ｍｍパイレックス管にわけて
捕集した．そのうちの１本をグラファイト化に使用し，もう１本は予備とした．
（ ｅ ） 標 準 体 の Ｃ ０ ２ 化 の 工 程 で あ る ／ ４ Ｃ 濃 度 の 標 準 体 と して ， Ｎ Ｂ Ｓ 修 酸 （ Ｓ Ｒ Ｍ -
４ ９ ９ ０ ： 通 称 Ｏ Ｌ Ｄ ） を も ち い た ． そ の Ｃ ０ ２ 化 に つ いて は ， 基 本 的 に は 試 料 の Ｃ ０ ２ 化
とおなじである．ＮＢＳ修酸（ＳＲＭ-４９９０：通称ＯＬＤ）１６～１７ｍｇと線状酸化銅５４０
～５７０ｇ（５５０ｇ前後）をはかりとり，９ｍｍパイレックス管につめる．それを真空ライン

に接続し，真空にひいて封じきったごこれを電気炉で２時間４５０ｃＣで加熱し，Ｃ０２化した．
加 熱 後 の パ イ レ ッ ク ス 管 を 二 酸 化 炭 素 精 製 用 の 真 空 ラ イ ン に つ な ぎ， ラ イ ン に い れ た ガ ス
か ら ニ タ ーノ ー ル で Ｈ ２ ０ を と り の ぞ い た ． な お Ｈ ２ ０ 以 外 に 不 純 ガ ス が な い た め ， ベ ン
タントラップはおこなっていない．精製された２．８０～：３．０７ｍｇのＣ０２を，２本の６ｍｍパ
イレックス管にわけて捕集した．

（ｆ）グラファイト化に先だつ再還元である．６ｍｍｘ１０ｍｍバイコールカップにＦｅ粉
末を１．３４～１．８４ｍｇいれ，カップごと９ｍｍバイコール管の底にいれる．これを真空ライン
に接続して排気し，真空がよくなったら０．５気圧のＨ２をいれ，コックをしめて真空ライン
からとりはずす．このあとバイコール管の下部を，電気炉（４５０（Ｃ）で１時間以上加熱した．

（ ｇ ） 試 料 お よ び 標 準 体 か ら 精 製 し た Ｃ ０ ２ の グ ラ フ ァ イ ト 化 で あ る ． Ｃ ０ ２ が は い っ た
６ ｍ ｍ パイ レ ッ ク ス 管 と 再 還 元 ず み の Ｆ ｅ 粉 末 が は い っ た ９ ｍ ｍ バイ コ ール 管 を 真 空 ラ イ ン
に 接 続 し ， 真 空 に ひ く ． Ｃ ０ ２ を ラ イ ン に 導 入 し ， Ｆ ｅ 粉 末 が は い っ た ９ ｍ ｍ バイ コ ール
管に液体窒素で捕集する．そこにＨ２をいれ，Ｈ２／Ｃ０２．比が２．１になる位置でふうじき
る ． な お ， こ の と き Ｃ ０ ２ の 一 部 を わ け と り ， ∂ １ ３ Ｃ の 測 定 に 使 用 し た ． さ ら に こ の バイ
コール管の下部を電気炉（６５０ｃＣ）で６時間以上加熱し，グラファイトを生成した．

（ ｈ ） タ ー ゲ ッ ト の 作 製 で あ る ． 生 成 し た グ ラ フ ァ イ ト を 専 用 の 手 動 圧 縮 装 置 を も ち いて
圧縮し，ターゲットを作製した．

（３）１４Ｃ年代測定
こ の よ う に 調 整 し た グ ラ フ ァ イ ト タ ー ゲ ッ ト に つ いて は ， 名 古 屋 大 学 年 代 資 料 研 究 セ ン

タ ー に 設 置 さ れて い る タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 を 利 用 して １ ４ Ｃ 年 代 測 定 を お こ な っ
た／４Ｃ年代値は半減期５５６８年をもちいて算出し，西暦１９５０年からさかのばった年数でし
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表 ３ 測 定 結 果 一 覧 表
Ｔａｂｌｅ３１４ＣａｇｅｓｏｆＪｏｍｏｎＰｏｔｔｅｒｙｉｎＫｈｄｕｋａｓｉｔｅ

試料番号遺跡土器型式試料種類乾燥重量（ｍｇ） ∂１３Ｃ（‰）１４ＣｙｒＢＰ測定コード番号

ＩＫＤ０１

１ＫＤ０１

１ＫＤ０３

１ＫＤ０４

１ＫＤ０６

北塚
北塚
北塚
北塚
北塚

古串田新
古串田新
古府｜｜
大杉谷
串田新｜

炭成分
フミン酸
フミン酸
炭 成 分
フミン酸

２５．４５（砂含）

１３．０５

１３．２２

９．５１

１３．１３

-２２．４７

-２３．０１

未 測 定
-２３．６２

未 測 定

４４９０±１３０

４１００±１１０

４８４０±９０

４０４０±９０

４３９０±１１０

ＮＵＴＡ-４９４０

ＮＵＴＡ-５０２９

ＮＵＴＡ-４９４１

ＮＵＴＡ-４９４２

ＮＵＴＡ-４９４３

めしている．測定誤差は１標準偏差（１∂）でしめしている．また，トリプルコレクタ一式
気体用質量分析計により試料の∂１３Ｃ値を測定し，炭素同位体の質量分別効果を補正した．
なお，一部の試料は∂１３Ｃが未測定のために補正をおこなっていない．

３．測定の結果
測定の結果は，表３のとおりである．
試料番号ＩＫＤ０１では炭成分とフミン酸の二とおりの方法で１４Ｃ年代測定を実施したとこ

ろ，炭成分では４４９０±１３０年ＢＰ，フミン酸では４１００±１１０年ＢＰという年代値をしめし，約
４００年の差がでた．フミン酸には炭化物自体が分解して生成されたものと他の場所から移
動してきた起源の異なるものの２種類があり（中村・岩花１９９０），ＩＫＤ０１の年代差は，他
所からはこぼれてきたわかい年代の有機物（フミン酸）；４バＩＫＤ０１の炭化物に吸着されたこ
とによって生じたものと推測される．ＩＫＤ０３とＩＫＤ０６に関しても，炭化物自体が分解して
生成されたフミン酸ならば１４Ｃ年代値はそれはどかわりないと考えられるが，他の場所か
ら移動してきた起源の異なるフミン酸がまざっている場合は，実際よりあたらしい１４Ｃ年
代値がでている危険性もある．
この点を考慮して土器型式の順序と１４Ｃ年代値をみていくと，両者のあいだには矛盾は

みられない．並行する型式が議論されている大杉谷式については，串田新｜よりあたらし
い数値がでているが，今回串田新｜｜式の１４Ｃ年代を実施していないために厳密なことはこ
れ以上言及できない．

おわりに
前記のような目的にもとづき，土器型式の明確な縄文土器に付着した炭化物を試料に１４Ｃ

年代測定をおこない，その結果を報告してきた／４Ｃ年代は統計値であり，土器型式の安
定した１４Ｃ年代をえるには，数多くのデータをとる必要がある．しかしながら，現実問題
として１４Ｃ年代測定を実施するにあたっては前処理から本処理まで膨大な時間を必要とし，
一朝一夕に結果をだせるものではない．目的を達成するための基礎作業として信頼性の高
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いデータをつみかさねていくよりほかに，いまのところほかに道はないと考えられ，デー
タの集積をすすめていくものである．
また日本の考古学のなかでは／４Ｃ年代測定法は理化学的年代測定法のひとつとしてそ

の存在をみとめられながらも，それに対する考古学研究者の評価はけっして高くない／４Ｃ
年代は「誤差を考慮にいれると十分な精度とはいえ」ず／４Ｃ年代測定法は年輪年代法よ
りおとる（藤本１９８５）とする意見や，理化学的な年代は土器編年との［関係では誤差の範
囲が広く，測定資料が常に出土するとはかぎらず，測定にも時間がかか］る（渡辺１９８３）
とする意見は，日本の考古学研究者のなかでは代表的なもので，大勢をしめるものであろ
う．しかし，あきらかにまちがった理解である場合にはそれをただし，こうした大勢をか
えていくことも，本学に所属する者の責務であると考えている．
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